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続いて 2年生が 16事例（留年・休学ありが 2事例），
3年生が 15事例（留年・休学ありが 1事例），1年生が
13 であった．大学院生では，M2が 7事例（留年・
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図4  家族相談事例における相談回数の内訳図 3　 族相談事例における学部・研究科の内訳




















は4 生が 22事例と最も多く，そのうち 9事例は，留
年か休学により 5年以上在学をしている事例であった．
続いて 2年生が 16事例（留年・休学ありが 2事例），
3年生が 15事例（留年・休学ありが 1事例），1年生が
13事例で った．大学院生では，M2が 7事例（留年・

























































































































カテゴリ名 カテゴリに含まれるキーワードの例 人数 %
親としての対応 対応，心配，知りたい，どうしたらいいものか 31 31.6 
不登校・ひきこもり 不登校，ひきこもる，休む，行けない，出れない 30 30.6 
心身の不調 不安，うつ，無気力，気分，精神状態，体調不良，疲れて 21 21.4 
単位取得不良 単位取得不良，成績不振，落とした，留年，卒論 16 16.3 
休学・退学 休学，休学手続き，復学，やめたい 12 12.2 
対人関係 人間関係，教員，同期，恋人，部活，サークル 10 10.2 
就職・進路 就職，進路，院試，転学部 8 8.2 
大学での支援 何か支援してもらえるのか，考慮してもらえるか 7 7.1 
発達障害・精神障害 発達障害，アスペルガー，統合失調症，パニック障害 7 7.1 
自殺念慮・自殺企図 死にたい，自殺企図，行方不明 4 4.1 
─  479  ─












































































































































































































































































































































東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 4 号　2018
後さらに高まることが予想されるため，学生相談担当
者は親・家族からの相談への対応力を向上させていく
必要がある．しかしながら，親・家族からの相談は，
危機的な内容も多く，また，はじめから敵対的な態度
である場合もあるため，とくに若く経験年数の少ない
カウンセラーは対応に困難を感じやすい．斉藤・飯田
（2009）の調査によると，家族支援に必要な資質とし
て学生相談カウンセラーが挙げていたのは，「信頼を
得られるような姿勢と人生経験，高い専門性」であっ
た．援助者としてのこのような資質の向上を目指しつ
つ，現場にいるカウンセラー同士が相互に支援し合う
ことが重要になると考えられる． 
本研究では，ひとつの大学の学生相談機関における，
親・家族のみが自発来談した相談事例を分析し，その
特徴を検討した。一方，今回対象としなかった，①学
生の来談が先にあり，相談員側から親・家族との連携
を必要とする場合，②学生と親・家族が一緒に来談す
る場合の相談事例では，相談内容や支援ニーズが異な
る可能性がある。今後は，これらの事例についても検
討していくことが必要であると考えられる。さらに，
他大学の事例と比較検討することを通して，個別性や
共通性を明らかにし，親・家族への対応力の向上につ
なげていくことが重要であると考えられる．
引用文献
加藤道代・神谷哲司. 2016. “夫婦ペアデータによる親とし
ての発達意識の検討”. 東北大学教育学研究科研究年
報, 64（2）, 55-67.
川嶋敦子. 2012. “テキスト分析の概要”. SPSSによるテキ
ストマイニング入門. 内田治・川嶋敦子・磯崎幸子. 
オーム社, 2-25.
川嶋敦子・磯崎幸子. 2012. “カテゴリパネル”. SPSSによ
るテキストマイニング入門. 内田治・川嶋敦子・磯崎
幸子. オーム社, 114-147.
飯田昭人・寺田香・黒澤直子・斉藤美香. 2009. “対人援助
領域における家族支援研究の動向と課題における考
察”. 人間福祉研究, 12, 113-127.
磯部典子・内野悌司・高田純・小島奈々恵・二本松美里. 
2015. “学生相談における家族ガイダンス”. 総合保健
科学：広島大学保健管理センター研究論文集, 31, 43-
48.
伊藤直樹. 2016. “日本およびアメリカにおける学生相談の
発展経緯の比較検討”. 学生相談研究, 37, 130-141.
松下智子・峰松修・福盛英明. 2007. “学生相談における
「ファミリーサポートグループ」活動の試み”.  学生相
談研究. 27（3）, 191-203.
大町知久. 2014. “発達障害受容とキャリア再構築の心理援
助 : 学生相談に資する家族援助の視点”. 学生相談研
究. 34（3）, 201-212.
齋藤憲司. 2006. “親・家族が関与する相談事例への構えと
対処－学生の自立をめぐる支援・連携・協働”.  学生
相談研究. 27（1）, 1-13.
齋藤憲司. 2015. 学生相談と連携・恊働－教育コミュニティ
における「連働」. 学苑社.
斉藤美香・飯田昭人. 2009. “学生相談における家族支援の
動向について”. 北翔大学北方圏学術情報センター年
報. 2, 49-55.
杉岡正典. 2015. “親面接により学生の自立が促進された面
接過程 : 親機能の回復の意義”. 学生相談研究. 36（1）, 
1-11. 
高石恭子. 2010. “保護者に向けた活動”. 学生相談ハンド
ブック. 日本学生相談学会50周年記念誌編集委員会
編. 学苑社, 221-234.
高石恭子. 2011. “学生期の親子関係と大学における親支援
のあり方について－保護者対応から親と子の自立支
援へ－”. 甲南大学学生相談室紀要. 18, 49-58.
吉田圭吾. 2009. “保護者への対応”. 学校臨床心理学特論. 
滝口敏子・高石浩一編著. 放送大学教育振興会. 143-
158.
吉村真奈美. 2016. “学生相談における家族支援－陰に陽に
－”. 津田塾大学紀要. 48, 73-88.

